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６
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化
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
深
耕
す
る
旅

体
験
し
た
学
び
、自
分
の
も
の
に

広
島
県
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高
等
学
校

四
国
・
兵
庫
県
方
面


年

月

～

日

（５） 第３１２１号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）４月４日（月曜日）

　多感な高校生にとって教育旅行（修学旅行）は学
生時代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不
安でもある。非日常の場に身を置き、その土地なら
ではのものに触れ、見て、人と接することで視野が
広がることもある。ここでは充実した教育旅行（修
学旅行）を実施する２校の取り組みを紹介する。

中井毅教諭松本達雄教頭 吉田賢一教諭

６次産業化に取り組む農家で聞き取り調査（飯田市）

地域おこし協力隊が起業したシ
ョップで聞き取り調査（笛吹市）

茶摘みの指導を受ける（掛川市）

西海市の人たちと

フィールドワークの内容をまとめる生徒たち
の様子（飯田市）

耕
作
放
棄
地
の
竹
や
ぶ
伐
採
を
体
験

ニ
ワ
ト
リ
と
の
触
れ
合
い

学
校
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
で
理
解
を
深
め
た

つまもののパッキングにも挑戦

　
武
田
高
等
学
校
（
広
島
県

東
広
島
市
、竹
村
豊
子
校
長
）

は
１
９
６
７
年
創
立
、
創
立


年
を
迎
え
る
中
高
一
貫

校
。
建
学
当
初
か
ら
「
世
界

的
視
野
に
立
つ
国
際
人
の
育

成
」
を
掲
げ
、
世
界
各
国
の

学
生
と
の
交
流
や
異
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
こ

の
１
、
２
年
で
急
速
に
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
も
、
３
年
前
か
ら

学
校
全
体
で
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
は
、
生
徒

が
関
心
の
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ

ー
ル
ご
と
に
３
、
４
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
探
究
学

習
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
校
２
年
生
で
の
修
学
旅

行
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
交
流

体
験
、
英
語
で
の
研
修
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
や
香
港
・
マ
カ
オ
で
実

施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一

昨
年
に
続
き
昨
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

な
ど
の
影
響
で
海
外
修
学
旅

行
が
中
止
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、

海
外
修
学
旅
行
の
実
施
め
ど

が
立
た
な
い
中
、
２
０
２
１

年
度
は
国
内
で
の
修
学
旅
行

に
変
更
す
る
こ
と
を
４
月
に

決
断
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
据
え
た
学
習
内
容

に
す
る
方
針
を
固
め
た
。「
海

外
に
行
け
な
い
の
な
ら
ば
、

そ
の
分
、
付
加
価
値
の
あ
る

旅
行
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
生
徒
た

ち
が
日
ご
ろ
か
ら
学
習
面
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
短
い
準

備
期
間
で
も
学
び
を
深
め
や

す
い
の
で
は
と
考
え
た
」
と

松
本
達
雄
教
頭
は
語
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
が
可
能
な

旅
行
先
を
旅
行
会
社
に
要
望

し
、
提
案
を
受
け
た
う
ち
、

研
修
内
容
に
加
え
比
較
的
広

島
に
近
い
エ
リ
ア
で
実
施
で

き
る
四
国
、
関
西
で
の
プ
ラ

ン
に
決
め
た
。
「
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
万
が

一
病
人
が
出
た
場
合
の
危
機

管
理
対
応
な
ど
を
考
慮
し

た
」
と
松
本
教
頭
。

　
そ
の

年
度
の
修
学
旅
行

は
、

月

～

日
に
３
泊

４
日
で
実
施
し
た
。
１
日
目

が
香
川
・
金
刀
比
羅
宮
の
参

拝
な
ど
。
２
日
目
は
徳
島
県

上
勝
町
で
の
、
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
生
活
や
過
疎
の
町
の
新

た
な
価
値
づ
く
り
に
関
す
る

体
験
学
習
。
３
日
目
に
兵
庫

・
淡
路
島
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ビ
レ
ッ
ジ「
タ
ネ
ノ
チ
カ
ラ
」

で
農
場
体
験
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
学
習
を
行
い
、
４
日
目

に
兵
庫
県
三
木
市
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
「
ネ
ス
タ
リ
ゾ
ー
ト

神
戸
」
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
と
い
う
日
程
だ
。

　
２
日
目
に
訪
れ
た
上
勝
町

は
、
日
本
で
初
め
て
、
無
駄

や
浪
費
を
な
く
し
て
ご
み
を

出
さ
な
い
こ
と
「
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
」を
宣
言
し
た
町
。

研
修
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
探

究
学
習
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
同
町
が
行
っ
て
い
る


種
類
の
ゴ
ミ
分
別
の
体
験

や
、
季
節
の
木
の
葉
な
ど
パ

ッ
ク
詰
め
に
し
て
販
売
す
る

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
栽

培
地
見
学
や
商
品
化
体
験
な

ど
を
実
施
し
た
。

　
３
日
目
の
タ
ネ
ノ
チ
カ
ラ

で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
伐
採

体
験
や
土
づ
く
り
体
験
、
ニ

ワ
ト
リ
と
の
触
れ
合
い
な
ど

を
行
っ
た
。
体
験
で
は
、
普

段
食
べ
て
い
る
鶏
肉
の
多
く

が
急
速
成
長
さ
せ
た
ブ
ロ
イ

ラ
ー
で
あ
る
と
い
っ
た「
食
」

の
現
実
や
課
題
、
環
境
を
壊

さ
な
い
持
続
可
能
な
農
業
に

つ
い
て
学
ぶ
な
ど
し
た
。

　
旅
行
中
は
毎
日
就
寝
前

に
、
そ
の
日
の
研
修
内
容
に

つ
い
て
、
学
校
が
１
人
１
台

貸
与
し
て
学
習
に
利
用
し
て

い
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
か
ら
、
生
徒

に
感
想
文
を
提
出
さ
せ
た
。

そ
の
中
で
は
、
「
自
分
が
食

べ
て
い
る
も
の
へ
の
意
識
が

変
わ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
の

ほ
か
、
「
土
づ
く
り
の
大
切

さ
を
学
べ
た
。
学
内
で
育
て

て
い
る
作
物
用
に
、
コ
ン
ポ

ス
ト
で
た
い
肥
作
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
を
挙
げ
た
生
徒
も

い
た
。

　
旅
行
後
に
は
、
生
徒
間
で

「
今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。

学
校
で
も
も
っ
と
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
機
運
が
高
ま
り
、
３
年

生
に
使
用
済
み
の
参
考
書
の

提
供
を
呼
び
か
け
る
と
い
っ

た
リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
た
。
松
本
教
頭
は
、

「
修
学
旅
行
は
五
感
を
使
っ

て
見
聞
を
広
げ
る
の
が
第
一

の
目
的
。
修
学
旅
行
の
体
験

活
動
を
通
し
て
今
ま
で
は
机

上
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
『
自
分
ご
と
』
に
で
き

た
こ
と
で
、
学
校
生
活
の
中

へ
の
落
と
し
込
み
が
進
ん

だ
」
と
手
ご
た
え
を
語
る
。

　
同
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

は
、
３
年
生
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。将
来
、仕
事
を
す
る
際
に

自
分
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
何
番
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
貢
献
し
た
い

か
を
考
え
る
の
だ
。
「
今
回

実
体
験
し
た
こ
と
は
確
実
に

生
徒
の
心
に
響
い
て
お
り
、

今
後
、
進
学
を
目
指
す
中
で

指
針
の
一
つ
と
な
る
は
ず
」

と
松
本
教
頭
は
期
待
す
る
。

　
最
後
に
旅
行
会
社
や
宿
泊

施
設
へ
の
要
望
と
し
て
松
本

教
頭
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を

テ
ー
マ
と
し
た
修
学
旅
行
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
挙
げ
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
で
は
宿
泊

先
で
の
食
事
の
量
が
多
く
、

食
べ
残
し
が
多
く
出
る
場
面

が
あ
っ
た
と
い
う
。
松
本
教

頭
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
だ

後
に
、
自
分
た
ち
が
食
べ
残

し
を
た
く
さ
ん
出
し
て
し
ま

う
こ
と
に
自
己
矛
盾
を
抱

え
、
憤
っ
て
い
る
生
徒
も
い

た
。
宿
泊
先
や
移
動
手
段
も

含
め
、
総
合
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
学
べ
る
の
が
理
想
だ
」
と

語
っ
た
。

ゴミの種類分別を体験する

　
埼
玉
県
坂
戸
市
に
校
舎
を

置
く
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高

等
学
校
（
江
前
敏
晴
校
長
）

は
、
筑
波
大
学
の
付
属
校
と

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に

力
を
入
れ
る
。
総
合
学
科
の

学
校
で
、
生
徒
は
四
つ
の
科

目
群
、「
生
物
資
源
・
環
境
科

学
」
「
工
学
シ
ス
テ
ム
・
情

報
科
学
」
「
生
活
・
人
間
科

学
」
「
人
文
社
会
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
中
か
ら

一
つ
を
選
択
し
、
２
年
生
と

３
年
生
の
時
間
割
を
自
分
で

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
文
部
科
学
省
が
高
校
生
へ

高
度
な
学
び
を
提
供
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
、「
Ｗ

Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
」
の

拠
点
校
で
も
あ
る
。
そ
の
研

究
開
発
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
国
際
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
持
続
可
能
な
国
際

社
会
を
創
る
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」。ミ
ッ
シ
ョ
ン

遂
行
に
向
け
て
、
１
年
次
に

国
内
と
海
外
の
校
外
学
習
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
２
年

次
に
一
般
の
高
校
の
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
に
当
た

る
「
Ｔ

Ｇ
Ａ
Ｐ
」
（
つ
く

さ
か
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
の
グ
ル

ー
プ
活
動
、
３
年
次
に
卒
業

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
２
０
２
０
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
国
内
、
海
外

と
も
校
外
学
習
が
中
止
。
そ

の
海
外
校
外
学
習
の
代
替
措

置
と
し
て

年
７
月
、
２
年

次
に
長
野
県
な
ど
国
内
４
方

面
で
校
外
学
習
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
２
年
次
で
の
国
内
校
外
学

習
は
、
海
外
校
外
学
習
で
目

指
し
て
い
た
①
社
会
課
題
が

発
生
す
る
現
場
を
訪
問
す
る

②
課
題
解
決
に
向
け
て
行
動

し
て
い
る
団
体
、行
政
機
関
、

企
業
、
農
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
訪
問
す
る
③
課
題
解
決
の

た
め
に
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る


の
三
つ
を
目
的
と
し
て
設

定
。
２
年
生
１
５
０
人
が
全

員
で
行
動
す
る
と
「
３
密
」

状
態
に
な
る
た
め
、
山
梨
県

笛
吹
市
、
長
野
県
飯
田
市
、

静
岡
県
掛
川
市
、
長
崎
県
西

海
市
の
４
方
面
に
分
け
た
。

行
く
方
面
は
生
徒
に
選
ば
せ

た
。

　
実
施
期
間
は

年
７
月


～

日
の
３
泊
４
日
。
長
崎

方
面
の
み

日
ま
で
。

　
笛
吹
市
で
の
テ
ー
マ
は

「
笛
吹
市
の
魅
力
を
発
掘

し
、
新
た
な
学
校
旅
行
を
提

案
す
る
」
。
国
内
校
外
学
習

を
担
当
し
た
吉
田
賢
一
教
諭

は
「
笛
吹
市
は
校
外
学
習
や

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
件
数

が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
生

徒
が
笛
吹
市
中
に
広
が
っ
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、
修
学
旅
行
の
プ
ラ
ン
を

笛
吹
市
役
所
に
提
案
し
た
」

と
活
動
内
容
を
説
明
す
る
。

　
掛
川
市
で
は
「
お
茶
を
活

用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

提
案
と
地
域
活
性
化
」
、
西

海
市
で
は
「
地
域
資
源
の
発

掘
、
民
泊
を
活
用
し
た
地
域

創
生
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光

の
あ
り
方
と
農
業
の
６
次
産

業
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
飯

田
市
校
外
学
習
に
は
生
徒


人
が
参
加
し
た
。
初
日
は
、

学
校
に
集
合
し
、
バ
ス
で
の

移
動
で
現
地
入
り
。
飯
田
市

内
を
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
で

散
策
し
た
後
、
飯
田
市
公
民

館
で
市
の
職
員
か
ら
「
飯
田

市
の
産
業
施
策
と
地
域
課

題
」
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
２
日
目
は
、
「
地
域
産
業

コ
ー
ス
」と「
農
業
コ
ー
ス
」

の
二
つ
に
分
か
れ
て
行
動
。

地
域
産
業
コ
ー
ス
は
、
天
竜

峡
に
行
き
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ス
タ
イ
ル
に
つ

い
て
考
察
。
「
名
勝
・
天
竜

峡
の
再
生
」
や
「
日
本
初
の

河
川
架
橋
下
の
歩
廊
や
遊
歩

道
の
生
か
し
方
」
を
探
り
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

し
い
観
光
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
た
」（
吉
田
教
諭
）。

そ
の
後
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木

造
校
舎
の
「
杵
原
学
校
」
に

場
所
を
移
し
、
飯
田
の
伝
統

工
芸
「
水
引
」
に
つ
い
て
職

人
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、水
引
工
芸
を
体
験
し
た
。

　
農
業
コ
ー
ス
は
、
「
や
す

ま
す
中
島
農
園
」
で
農
業
法

人
事
業
の
現
場
を
体
験
。
黒

豚
を
飼
っ
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

作
り
、
そ
の
堆
肥
で
果
物
を

育
て
る
循
環
型
の
有
畜
複
合

農
業
を
目
指
す
「
さ
ん
さ
ん

フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
そ
の
取

り
組
み
を
学
ん
だ
。

　
引
率
し
た
学
年
主
任
の
中

井
毅
教
諭
は
、
「
６
次
産
業

化
に
挑
戦
し
て
い
る
人
は
非

常
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
作
る
に
し
て
も
天
然
素
材

に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
を
強
み

に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ

と
を
生
徒
に
熱
意
を
持
っ
て

語
っ
て
く
れ
た
の
で
、
生
徒

の
方
も
『
熱
い
思
い
で
や
っ

て
い
る
の
だ
な
』
と
感
ず
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」と
当
時
の
現
場
を
語
る
。

　
３
日
目
は
、
外
国
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
講
義
や
、
「
満
蒙
開
拓
平

和
祈
念
館
」
で
の
講
義
を
通

じ
て
国
際
化
や
平
和
に
つ
い

て
学
ぶ
。
４
日
目
、
学
校
に

帰
着
し
た
。

　
今
回
の
国
内
校
外
学
習
全

体
に
つ
い
て
、
中
井
教
諭
は

こ
う
総
括
す
る
。
「
こ
の
学

年
の
生
徒
た
ち
は
、
入
学
式

を
は
じ
め
大
き
な
行
事
は
こ

れ
ま
で
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
そ
う
い
う
学
年
だ
っ
た

の
で
、
緊
急
事
態
宣
言
の
合

間
を
縫
っ
て
、
よ
く
行
け
た

な
、
行
け
て
良
か
っ
た
と
い

う
の
が
正
直
な
感
想
だ
」
。

　
吉
田
教
諭
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
な
ぜ
実
施
で
き
た
の

か
と
い
う
と
、
自
治
体
や
、

自
治
体
と
つ
な
が
っ
て
い
る

一
般
社
団
法
人
の
方
、
農
家

の
方
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た

か
ら
だ
。
受
け
入
れ
先
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
本
当
に
大

き
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。


